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2.△AFの netJmodelsystems
理想的な二次元△AFモデル物質系の探索に関して現況を報告した｡
(1)ACrO2
二次元層状三角格子系として 平川によって注目されているLiNi02,NaTi02と同型の類似物質
である｡HCrO2､LiCrO2､CuCr02など､Cr3◆(S=3/2)化合物について､古典スピンHeisenber
g△AFに特徴的なZ21VOrte.lJ励起によるESR線幅のは度変化4㌧ 中性子散乱による二次元短距離
秩序の直接観察5)などについて報告した｡
4)Y.Ajiroetal,J.Phys.Soc･Jpn.堅 く1988) 2268
5)H.Kadowaki,H.KIkuchi,Y.Ajiro,J.Phys.Cond.Matter tobepub一ished
(2)AFe(XO4)2
新しいモデル物質群としてAM(XO4)2型化合物に注目し､磁化率､高磁場磁化を測定し､三角
格子系特有の1/3プラトー を示す磁化過程の観測と飽和磁場の観測､磁化率の温度変化から物質
パラメータを決定した｡
(3)グラファイト上の吸着酸素分子
本研究会においても､東大グルーブ (村上､寿米松)による詳細な研究が報告された｡制御
された分子層数に対する磁気的挙動の変化について､東大グループと共同で磁気共鳴の研究を
開始し､予備的な結果を得ている｡
(4) グラファイト居間挿入化合物 (GIC)
本研究会の主題の一つであるGlc磁性に関連して､△AFとして優れた特性を示す物質 (例えば
平川によるVC12､VBr2など)を層間に挿入することを提案した｡他の物質系を含めて､技術的
な検討を試みる価値がある｡
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